













第 1 1 695 守Eコ











教授梅野正隆 教授森 勇蔵 教授岸田敬三
論文内容の要旨
本論文は 8章より構成され，各章の内容は以下の通りである。
第 1章では，磁気テeィスク装置の概要と特徴について述べ，高性能ヘッド、デ、イスクアセンブリ (Head Disk Assembly 
以下 HDA と略す)機構実現のために必要な主要技術課題を展望し，同時に本論文の構成を述べている。























ションをベースに 10msec レベルのアクセス時間 1μm レベルの精度の位置決め行う実用技術を完成した研究をまと
めたもので，特に次の諸点が注目される。
a) 詳細な機構解析を行い，新しい高速・高精度リニヤ型キャリッジの可能性を示している。
b) 精密な振動解析を行い，高速・高精度位置決めの構造設計の一般則を示し，実用技術として完成している。
c) 位置決め精度に悪影響を及ぼすアクチュエータ部の熱変形について精密な実測と機構解析を行い，完成度の高い
実用技術としてまとめている。
d) 圧電素子を用いる熱変形補正機構を提案し，将来技術としての可能性を実証している。
以上のように，本研究は高機能磁気へ呪ド機構に関し多くの新知見を与えており，精密工学に寄与するところが大き
い。よって本論文は，博士論文として価値有るものと認める。
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